
令和５年度 

西海市交通船特別会計予算書 

長崎県西海市 





  

議案第 25号 

 

 

令和５年度西海市交通船特別会計予算 

 

 

令和５年度西海市の交通船特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 

 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 132,216 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入  

歳出予算」による。 

（一時借入金） 

第２条 地方自治法第 235 条の３第２項の規定による一時借入金の借入れ  

の最高額は、5,000 千円と定める。 

 

 

令和５年２月２４日 提出 

 

 

西海市長 杉澤 泰彦   
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単位：千円

ア　職員１人当たりの給与

平均給与月額

（３）　給料及び職員手当の状況

昇 給 に 伴 う
増 加 分
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増 減 分
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高 校 卒
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2,049

職員
手当
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制度改正に伴う
増 減 分
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増 減 分
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ウ　級別職員数
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４級

５級 総括船長、相当困難な業務を処理する船長及び機関長の職務

定型的な業務を行う甲板員及び機関員の職務

相当の技能又は経験を必要とする業務を行う甲板員及び機関員の
職務

機関長、高度の技能又は経験を必要とする業務を行う甲板員及び
機関員の職務

船長、困難な業務を処理する機関長の職務

区　分

令和5年1月1日現在

令和4年1月1日現在

海　事　職

１級

２級

３級

（級別の標準的な職務内容）

4

5

職務の内容

100.0

4

100.0
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人
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級 職員数 構成比
％
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人

0 0.0
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1

計
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3

3

6

2

5

計 6

33.3

66.7

2

3

％

0.0

0.0

0

0



単位：人

カ　定年退職及び勧奨退職に係る退職手当(令和4年1月1日現在)
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国の制度
（支給率等）

24.58688 33.27075 47.709
定年前早期退職特例措置

(2%～45%)加算
47.709

区　分
20年勤続の
者（月分）

25年勤続の
者（月分）

35年勤続の
者（月分）

支給率等 24.58688 33.27075 47.709

その他の加算措置等

本年度 2.200 2.200

国の制度 2.200 2.200

前年度 2.150 2.150

区　　分
支　給　期　別　支　給　率

　比　率（Ｂ）／（Ａ）（％）

６月(月分) １２月(月分)

前

年

度

職 員 数 （ Ａ ）

号給数別内訳

1号給

2号給

職制上の段階、
職務の級等によ
る加算措置

エ　昇給

職 員 数 （ Ａ ）

昇 給 に 係 る 職 員 数 （ Ｂ ）

1号給

オ　期末手当・勤勉手当

3号給

4号給

0

42.9

6

海事職

7

3

6号給

　比　率（Ｂ）／（Ａ）（％）

2号給

8号給

有

有

有

定年前早期退職特例措置
(2%～20%)加算

47.709

0

3

0

0

2

0

42.9

6

2

3

備　考
支給率計
（月分）

最高限度
（月分）

0

備考

4.40

4.30

4.40

区　　　　　　　　　　分
代表的な職種

合　　計

0

7

本

年

度

号給数別内訳

3号給

4号給

5号給

33.3 33.3

0

2

00

0

2

00

6号給

8号給

0

3

0

0
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5号給

0
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航海手当

差　異　の　内　容

通　勤　手　当

扶　養　手　当

住　居　手　当

　 代表的な特殊勤務手当の名称

―

航海手当

―

同

同

同

―

キ　特殊勤務手当

区　　　　分 全　職　種
代表的な職種

海事職

　 給料総額に対する比率（％） 4.70 4.70

　 支給対象職員の比率　（％）
（令和5年1月1日現在）

区　　　分

ク　その他の手当

国の制度との異同

100.00 100.00
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